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コラゲナーゼの磁床的意義

本、t!協議和，池田文昭，

谷本 iHr-，平 ILI千 Hl

1境紛~:Eまには活性型コラゲナ…ゼが存:(t しており，生

体におけるコラーゲン分解系に関与しているものと;与

えられる.今回その臨床的志議をl列らかにするため，

f各務肝疾悲および活性型コラゲナーゼ活性を測定し

た.肝15ミjぷで{説会コラゲナーゼ活性は， I汗線維化の進
行と関迷して増加したが，活N:'l¥1コラゲナーゼ活性は

していた.消化球

よびr[í tt~\') コラゲナーゼ、活性とも有

向を示した.これらコラゲナーゼの生成および活性化

のメカニズムは不明であるが，炎症性細胞あるいは痕

細胞にもとづく体液性因子や蚤自分解務系などにより

調節ーされていろものと推泌される.


